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の消費量は，昭和 37年度の 1人 1年当たり
118.3kgをピークにして以降下がり続けて，現























































































































































































































































































8月 22日 56 9
8月 24日 91 14
8月 25日 88 13
8月 27日 57 9
8月 28日 26 4
8月 30日 83 13
8月 31日 104 16
9月  1日 2 0
9月  3日 79 12
9月  4日 86 13
9月  5日 56 9
9月  7日 111 17
9月  8日 51 8
9月 11日 44 7
9月 12日 41 6
9月 14日 71 2
9月 15日 123 19
9月 16日 27 2
9月 21日 100 15





















































1 343 97 42 37 298 81 25 21
2 344 95 60 46 202 60 21 17
3 56 19 11 9 17 5 3 2
4 163 50 24 21 276 82 13 10 
5 54 21 8 6 39 10 2 1
6 61 15 11 9 123 39 7 6
7 52 16 3 3 174 49 8 6
8 245 77 30 23 269 81 29 24
不明 2 3
計 1318 390 191 154 1398 407 111 87
表 2　コガネマサリの荷受け日とサンプル数
荷受月日 荷受件数 サンプル数
10月  3日 155 22
10月  5日 400 57
10月  6日 199 32
10月  9日 221 -
10月 10日 183 -
10月 12日 162 -



























集落 サンプル数 平均 標準偏差 平均 標準偏差
1 42 82 2.9 6.4 0.27
2 60 82 3.4 6.4 0.41
3 11 84 3.4 6.1 0.39
4 24 83 3.5 6.2 0.39
5 8 81 4.1 6.4 0.36
6 11 79 3.1 6.8 0.43
7 3 80 2.1 6.7 0.00 
8 30 79 3.3 6.7 0.34
不明 2 81 0 6.5 0.05
計 191 82 3.6 6.4 0.41
表 5　コガネマサリの集落別食味値
食味値 タンパク
集落 サンプル数 平均 標準偏差 平均 標準偏差
1 25 74 2.7 7.2 0.40
2 21 74 2.5 7.2 0.30
3 3 77 0.9 7.4 0.16
4 13 75 2.6 7.3 0.36
5 2 75 0.0 7.5 0.15
6 7 74 2.3 7.2 0.15
7 8 74 4.1 7.4 0.46 
8 29 75 3.1 7.2 0.26
不明 3 76 4.0 7.3 0.40









































評価を前年の 10月 3日から 5日に調査検討し
た。その結果，生籾と乾籾の食味値に関し，相






係数 0.93～ 0.94，SEP0.2～ 0.3，バイアス 0.2
























































































































































写真 1　稼働状況オンライン表示パネル 写真 2　フレキシブルコンテナによる効率化
図 6　全自動・省力化の荷受けシステム
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図 7　計量機操作盤画面
図 8　自動仕分けシステム
カントリーエレベーターにおける食味判定装置を活用した食味仕分けとトレーサビリティシステムの検証
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の後も数千万円の事故が多発しているのが実態
である。保険支払いを受けた品質事故統計ばか
りでなく，大なり小なりの事故は発生するのが
普通であるだけに，事故を未然に防止し易いシ
ステムを導入したことはCEと利用農家にとっ
て歓迎されることである
く，保険適用に至らず自前で処理してしまうよ
うな数百万円の被害をも防ぎやすいという効果
は見逃すことが出来ない有利な点である。全国
における被害額の大きな事例でいえば，平成7
年7月24日には一つのCEで被害金額1億2千5
百万円の発酵ヤケ米事故が報告されている。そ
図 10　サイロ内穀温のリアルタイム表示
図 9　穀温変化の画面表示
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3）仮払いの早期化
　従来は伝票を見て手計算によっていたところ
を，自主検データが電子情報化されたことによ
り経理事務が容易になった。これにより，計算
も迅速化され，農家に対する仮払い手続きも早
期化する条件が整った。
4）米のトレーサビリティ
　米の安全性を確保するため，消費者が産地や
生産者までの履歴が分かるトレーサビリティー
（生産履歴を追跡する仕組み）が導入されるよ
うになってきた。この機構が導入されると，流
通段階で残留農薬やカドミウムが検出された場
合であっても、確実に該当のロットのみの回収
が可能になる。参加は農家の任意であるが，最
初は産地（複数の農家）まで分かるシステムと
して取り入れ，その後に多くの農家に拡げてい
く考え方は現実的である。
　具体的には，米の容器や袋などにバーコード
を付けて産地から消費者まで流通させる仕組み
を構築する。消費者は，バーコードを元にイン
ターネットを使って生産や産地の情報を入手で
きる。産地で付ける最初のバーコードは，米の
検査証明番号の活用を用いることが現実的であ
る。農家や JAは栽培暦など産地情報をデータ
ベースに登録し，精米工場では，産地バーコー
ドと精米ロット番弓をデータベースに登録す
る。そして，精米バーコードを付けて小売店は
図 12　表示画面の一例
図 11　LAN内の事務処理システム
カントリーエレベーターにおける食味判定装置を活用した食味仕分けとトレーサビリティシステムの検証
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6）トレーサビリティ体制への課題
　本自主検定システムが有する個別組合員の荷
受けロット毎の個別管理の仕組みは，トレーサ
ビリティを構成する重要な要素にはなり得る
が，消費者が求める情報提供の仕組みの一要
素に過ぎず，従来の機器製造販売業の範囲であ
る。しかし，自主検定システムから得られ蓄積
される情報をもとに分別管理して，生産者名，
栽培水田や栽培履歴などを加えてデータベース
化し，また乾燥調製のロット毎にデータベース
化してインターネット上で情報開示出来る情報
システムを構築すれば，トレーサビリティに対
応したシステムとなる。消費者の求める安心安
全を提供する情報システムは，農業と関連産業
が担わなければならない課題であり，全国的に
整備が求められるところである。
謝辞　研究遂行にあたって，農産業振興奨励会
会長・カントリー協会会長の吉田茂正さんには
大変お世話になった。調査に当たってはJA香
川県と同綾歌南部支部長の有岡邦雄さんをはじ
め関係の皆様には種々ご配慮を賜った。調査と
とりまとめにあたっては株式会社クボタの皆様
に大変お世話になった。ここに記して謝意を表
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販売する。
　しかし，現実には，米は，複数農家の米がブ
レンドされて混合流通している場合が多く，分
別流通や検査には膨大な費用が必要となってし
まったとしても，価格への転嫁も難しい。し
かも，栽培履歴を記帳できる農家も必ずしも
多いとはいえない。そこで，政策的には二階建
てのシステムを想定し，産地まで分かる最小限
のトレーサビリティーと，より厳密に生産者や
水田一枚ごとの栽培履歴が分かるトレーサビリ
ティーに分けて考えることができる。まずは，
最小限の仕組みを構築し，次いで厳密な二階部
分に取り組む全農の安心システム等は実施し易
い方法であると考えられる。
5）本CEのトレーサビリティ対応力
　導入された自主検システムは，個別組合員の
荷受けロット毎に個別管理する仕組みを実現し
ている。これと自動仕分け機能を用いて分別管
理すれば，国が進めている米の安全性を確保す
るための産地や生産者までの履歴が分かるト
レーサビリティ （ー生産履歴を追跡する仕組み）
に重要な役割を果たすことができる。トレーサ
ビリティに重要な視点は，万一の問題発生に対
し，原因特定と再発を防止する仕組みであるか
ら，システムが有する個別組合員の荷受けロッ
ト毎に個別管理されたサンプルを一定期間，定
まった条件で保管することによって万一の問
題発生時における原因特定と再発防止を可能に
する。この機能はカドミウム米や残留農薬の発
生時に迅速な発生原因の特定と再発防止を図る
上で極めて重要な役割を果たすことになり，こ
の自主検定システムを用いた米のトレーサビリ
ティを実現することは産地の信頼性を確保する
上で推奨される方法である。
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